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は
じ
め
に

　
明
治
維
新
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
き
た
宮
地
正
人
氏
は
、「
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
以
降
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
巨
大
な
転
換
期

に
お
け
る
大
き
な
歴
史
的
特
徴
の
一
つ
は
、
情
報
に
対
す
る
国
民
各
層
の
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
の
欲
求
の
た
か
ま
り
で
あ
ろ
う（（
（

」
と
述
べ
、

幕
末
維
新
期
を
考
え
る
上
で
の
「
情
報
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、「
政
治
情
報
の
商
品
化
が
幕
藩
権
力
に
よ
り

厳
し
く
弾
圧
さ
れ
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、
政
治
情
報
の
生
産
・
流
通
面
に
お
け
る
分
業
が
ま
っ
た
く
成
立
し
え
ず
、
全
国
的
に
成
立

す
る
政
治
情
報
需
要
層
は
、
自
ら
が
情
報
蒐
集
・
発
信
主
体
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
は
じ
め
て
政
治
情
報
を
等
価
交
換
の
形
で
入

手
し
え
た（（
（

」
と
、
近
世
社
会
に
お
け
る
「
情
報
」
の
特
質
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

　「
情
報
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
は
、「
最
近
の
近
世
史
研
究
の
中
で
も
も
っ
と
も
豊
穣
な
成
果
を
も
た
ら
し
た（（
（

」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の

活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
大
き
な
論
点
の
一
つ
は
、
右
の
よ
う
な
「
情
報
」
の
近
世
的
特
質
の
も
と
で
、
人
々
が
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い
か
に
し
て
能
動
的
に
そ
れ
を
入
手
し
た
か
を
問
う
、
情
報
収
集
ル
ー
ト
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
情
報
収
集
が
、
収
集
者
の
既
存
の

関
係
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
か
で
、
学
問
や
詩
歌
・
芸
術
な
ど
の
受
容
・
発
信
に
と
も
な
っ
て
形
成
さ
れ
た

「
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
、
情
報
収
集
に
果
た
し
た
役
割
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
川
越
（
現
、
埼
玉
県
川
越
市
）
の
北
西
約
三
里
に
位
置
す
る
武
蔵
国
入
間
郡
赤
尾
村
（
現
、
埼
玉
県
坂
戸
市
）
で
、
幕
末
期
に
名
主
を

務
め
た
林
半
三
郎
信
海
は
、
詳
細
な
日
記
や
風
説
留
を
残
し
て
お
り
、
情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
っ
た
豪
農
と
し
て
た
び
た
び
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
信
海
の
情
報
収
集
ル
ー
ト
を
細
か
く
検
討
し
た
太
田
富
康
氏
は
、
学
問
・
文
芸
活
動
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
「
知
識
人
と

し
て
の
交
流
」
が
、
情
報
収
集
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
述
べ
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
国
学
者
と
し
て
川
越
藩
に
仕
え
た
」（
実

際
に
は
医
師
と
し
て
仕
え
た
）
沼
田
一
斎
を
あ
げ
て
、
藩
士
な
ど
と
の
「
知
識
人
と
し
て
の
交
流
」
が
、「
質
量
と
も
に
優
れ
た
情
報
」

の
入
手
を
可
能
に
し
た
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る（（
（

。

　
こ
の
沼
田
一
斎
に
つ
い
て
、
拙
稿（（
（

で
は
、
林
家
に
と
っ
て
の
重
要
な
金
銭
借
用
先
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
斎
は
、
天
保

四
年
に
検
校
と
な
っ
た
沼
田
順
義
＝
三
芳
野
検
校
の
嗣
子
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
検
校
は
活
発
な
金
融
活
動
を
行
っ
た
の
で
あ
り（（
（

、
嗣

子
で
あ
る
一
斎
も
、
そ
れ
に
と
も
な
い
金
融
資
本
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
本
論
で
改
め
て

述
べ
る
通
り
、
信
海
が
名
主
を
務
め
る
赤
尾
村
は
、
一
斎
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
村
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
林
信
海
と
沼

田
一
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
単
純
に
「
知
識
人
と
し
て
の
交
流
」
と
い
う
だ
け
で
は
評
価
し
き
れ
な
い
多
面
性
が
予
想
で
き
よ
う
。

　「
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
研
究
に
つ
い
て
、
小
野
将
氏
は
、「
時
代
の
動
向
一
般
の
み
な
ら
ず
、
各
地
域
固
有
の
社
会
構
造
や
支
配
関

係
に
お
い
て
も
文
人
た
ち
の
立
脚
す
る
位
置
を
見
定
め
て
ゆ
く
こ
と
は
、
な
お
も
残
さ
れ
た
課
題
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る（（
（

。
林
信
海
の
情

報
収
集
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
沼
田
一
斎
に
つ
い
て
、
そ
の
立
ち
位
置
や
取
り
結
ん
だ
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
う

し
た
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
沼
田
一
斎
が
故
郷
の
村
、
す
な
わ
ち
赤
尾
村
と
、
同
村
の
名
主
で
あ
る
林
家
と
の
間
で
取
り
結
ん

だ
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
一
斎
側
の
史
料
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
林
家
に
伝
来
し
た
史
料
を
用
い
て
分
析
を
行
う

た
め
、
分
析
は
お
の
ず
と
限
定
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

一
　
赤
尾
村
と
の
関
係

1
　
一
斎
の
実
家
と
養
家

　
沼
田
一
斎
の
養
父
で
あ
る
沼
田
順
義
＝
三
芳
野
検
校
は（（
（

、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
上
野
国
で
生
ま
れ
、
川
越
藩
御
用
達
商
人
の
横

田
五
郎
兵
衛
に
見
込
ま
れ
て
川
越
へ
移
住
し
、
私
塾
と
医
業
を
営
ん
だ
と
い
う
。
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
に
は
三
芳
野
城
長
と
名
乗
っ

て
『
紙
長
戸
風
』
を
刊
行
、
天
保
四
年
に
も
『
国
意
考
弁
妄
』
を
刊
行
し
、
本
居
宣
長
や
賀
茂
真
淵
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
時
期
は
不

明
だ
が
、
川
越
藩
主
に
国
学
進
講
を
行
い
、
扶
持
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
天
保
四
年
に
は
検
校
と
な
り
、
以
後
は
江
戸
湯
島
に
居

住
し
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
没
し
て
い
る
。

　
赤
尾
村
の
「
縁
組
引
取
送
覚
帳（（
（

」
に
は
、
文
政
一
三
（
天
保
元
・
一
八
三
〇
）
年
に
、
赤
尾
村
の
百
姓
文
助
の
倅
で
一
七
歳
の
三
代
治

が
、
川
越
志
義
町
の
沼
田
道
意
の
聟
養
子
と
な
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
道
意
は
順
義
の
字
で
あ
る
。
百
姓
文
助
の
家
の
家
族
構
成
を
、

そ
の
五
年
後
の
天
保
六
年
の
人
別
帳
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と（（（
（

、
文
助
は
既
に
隠
居
し
て
い
て
、
倅
の
源
兵
衛
が
当
主
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
源
兵
衛
の
女
房
と
倅
（
源
太
郎
）
の
四
人
家
族
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
源
兵
衛
の
弟
鉄
五
郎
の
名
が
付
記
さ
れ
て
い
て
、
同
年
に

比
企
郡
平
沼
村
（
現
、
埼
玉
県
川
島
町
）
へ
聟
養
子
に
入
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
沼
田
一
斎
は
、
林
信
海
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、

「
老
父
文
助
」「
兄
源
兵
衛
」「
兄
鉄
五
郎
」
な
ど
と
記
し
て
お
り
、
三
代
治
が
一
斎
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
斎
は
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文
助
の
子
と
し
て
、
源
兵
衛
と
鉄
五
郎
の
弟
と
し
て
赤
尾
村
に
生
ま
れ
、
一
七
歳
ま
で
赤
尾
村
で
育
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
一
斎
の

実
家
を
仮
に
源
兵
衛
家
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
同
家
の
持
高
は
、
文
政
年
間
に
は
二
七
石
余
で
村
内
約
一
五
〇
軒
中
八
位（（（
（

、
嘉
永
年
間
に

は
二
五
石
余
で
村
内
七
位
で
あ
り（（（
（

、
村
内
で
も
上
層
に
位
置
す
る
家
で
あ
っ
た
。

　
一
斎
の
養
父
順
義
は
、
天
保
四
年
以
降
に
江
戸
湯
島
へ
転
居
し
た
と
さ
れ
る
が
、
一
斎
は
そ
の
後
も
川
越
に
留
ま
り
、
川
越
鍛
冶
町
お

よ
び
江
戸
町
に
て
医
師
と
し
て
生
活
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
八
月
二
四
日
、
一
斎
は
藩
医
と
し
て
川

越
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
川
越
藩
日
記
の
同
日
条
に
よ
れ
ば
、
一
斎
は
「
無
格
之
医
師
」
と
し
て
七
人
扶
持
を
受
け
、
同
時
に
前
橋
詰

が
命
じ
ら
れ
た
と
い
う（（（
（

。
そ
し
て
間
も
な
く
、
一
斎
は
前
橋
へ
転
居
し
、
藩
医
と
し
て
の
新
た
な
生
活
を
は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う
に
一
斎

は
、
養
父
の
順
義
と
は
離
れ
て
生
活
し
て
お
り
、
経
営
も
独
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
赤
尾
村
の
「
縁
組
送
引
取
覚
帳（（（
（

」
に
は
、
川
越
鍛
冶
町
沼
田
一
斎
娘
「
ふ
さ
」
が
、
天
保
一
四
年
九
月
に
、
一
四
歳
で
源
兵
衛

の
養
女
と
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
二
年
後
の
弘
化
二
年
に
、
同
人
が
離
縁
さ
れ
て
実
家
へ
戻
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
後
者
の
離
縁
に
つ
い
て
は
、
林
信
海
の
日
記
の
、
弘
化
二
年
九
月
二
四
日
条
に
、「
江
戸
町
ニ
お
い
て
沼
田
一
斎
ニ
面
談
、
明
後
廿

六
日
、
同
人
娘
ふ
さ
貰
戻
し
願
い
た
し
呉
候
様
申
之
ニ
付
、
下
書
受
取
」
と
あ
り
、
実
父
の
一
斎
か
ら
貰
い
戻
し
を
願
い
出
た
こ
と
が
分

か
る
。
一
斎
が
藩
医
に
取
り
立
て
ら
れ
た
一
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
関
連
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
一
斎
と
赤
尾
村
お
よ
び
実
家
と
の
関
係
を

考
え
る
う
え
で
、
娘
ふ
さ
の
存
在
は
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
後
段
で
検
討
を
加
え
た
い
。

2
　
名
主
林
家
と
の
関
係

　
赤
尾
村
の
名
主
を
代
々
世
襲
す
る
林
家
に
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
生
ま
れ
た
林
半
三
郎
信
海
は
、
一
斎
よ
り
も
一
一
歳
年
長
で

あ
る
。
彼
は
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
か
ら
、
外
出
時
の
金
銭
出
納
や
、
会
っ
た
人
物
、
話
し
た
内
容
な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
外
出
時
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五

専
用
の
日
記
を
つ
け
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
を

用
い
て
、
一
斎
と
の
交
流
の
様
子
を
少

し
窺
っ
て
み
よ
う
。

　［
表
1
］
は
、
弘
化
二
年
の
日
記
か

ら
一
斎
に
関
す
る
記
事
を
抽
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
斎
は
同
年
九
月
末
に
前

橋
へ
引
っ
越
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
に
、

一
斎
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
年
初

か
ら
九
月
末
ま
で
の
九
ケ
月
間
、
信
海

は
川
越
の
一
斎
の
も
と
を
計
一
八
回
訪

ね
て
い
る
。
一
斎
が
留
守
の
場
合
も
あ

る
が
、
一
斎
と
会
え
ば
、
ほ
ぼ
例
外
な

く
酒
飯
の
馳
走
を
受
け
、
歓
談
し
て
い

る
。
歓
談
の
席
で
は
書
物
や
刀
剣
を
鑑

賞
し
、
ま
た
書
物
を
借
り
受
け
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
前
年
の
弘
化
元
年
一
一
月

一
九
日
の
日
記
に
は
、「
書
物
数
多
見

之
、
平
生
望
之
黒
羽
屋
御
蔵
板
日
本
書

表 1　弘化 2年の日記の一斎関係記事

月 日 場所 日記の原文

1 11 川越 留守

1 12 川越 留守

1 22 川越
江戸町裏一斎方へ立寄、証文壱本渡ス、但し田畑流地ニ渡シ候書付也、表紙付候書冊共受取、
帳面一冊年玉与して呉候故得之

2 9 川越
江戸町一斎方へ行、被頼表紙付之書籍拾壱冊差置候、尤留守ニ付書置いたし、扇子弐本為進
物是者扇面屏風はり候由ニ付為進物

2 18 川越 久々面談、酒肴飯迄被振舞、種々書籍見之、表紙直し可遣分八冊受取荷帰ル

3 22 川越 表紙付候書籍八冊 忍城雅士翁満書扇子一本為進物、例之留守、同人妻ニ渡シ

4 5 川越 留守

4 13 川越 酒飯之馳走ニ成り

5 6 川越 借候書籍手紙添返し

6 1 川越 酒壱合被振舞、刀脇差抔見之、九ツ時分迄遊ひ居

6 17 川越 酒飯之馳走ニ成り

6 23 川越
源氏物語若菜上下巻ヲ借、酒被振舞
（6/25「井上多蔵へ、昨日一斎ゟかり来り候源氏若菜上下巻持行又かしいたし候事」）

7 16 川越 酒之馳走ニ成り、明後十八日同人娘之義双方ゟ可奉願上旨及申談

9 6 川越

江戸町裏沼田一斎事、八月廿四日大役人医師ニ御取立ニ相成、御扶持七人御給金五両、前橋
勝手被仰付当月末ニ者彼地へ引越候由、昨夕書状至来ニ而荷物包候古俵古筵等無心ニ付、馬
ニ大豆付、中荷ニうち令挽連行、一斎留守妻ニ聞之、今日者御老中様方御逢被成度由ニ而、
衆判所へ罷出候由、誠ニ冥加至極之仕合与可申候也（中略）
酒肴之馳走ニ成り夕飯迄馳走ニ成り

9 16 川越 留守之もの咄し、明十七日欤明後十八日ニ者其御方へ差上り候趣申居候与之事

9 21 川越
柚拾壱為進物（中略）
夫ゟ江戸町一斎方へ行止宿（中略）一斎他行留守、父文助与酒宴

9 24 川越
江戸町ニおいて沼田一斎ニ面談、明後廿六日同人娘ふさ貰戻し願いたし呉候様申之ニ付、下
書受取

9 26 川越 留守（中略）金五両也、沼田一斎へ渡ス



川
越
藩
医
沼
田
一
斎
と
故
郷
の
村
（
小
松
）�

六

紀
十
六
冊
、
買
受
候
対
談
」
と
、
一
斎
の
蔵
書
の
購
入
を
検
討
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
保
一
〇
年
五
月
一
日
に
は
、

「
本
居
宣
長
像
之
表
具
ヲ
頼
ミ
置
、
代
金
壱
朱
也
」
と
の
記
録
も
あ
る
。
信
海
と
一
斎
と
は
、
国
学
へ
の
関
心
を
共
有
し
て
お
り
、
親
密

な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
し
か
し
ま
た
、［
表
1
］
に
よ
れ
ば
、
一
月
二
二
日
に
信
海
か
ら
一
斎
へ
流
地
証
文
が
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
は
じ
め
に
述

べ
た
通
り
、
林
家
に
と
っ
て
の
沼
田
一
斎
は
、
重
要
な
金
銭
借
用
先
で
も
あ
っ
た
。
次
に
こ
の
点
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
は
、
林
家
と
一
斎
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
金
銭
借
用
証
文
を
二
点
掲
げ
、
そ
こ
か
ら
取
引
の
性
格
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
史
料
は
、
い
ず
れ
も
信
海
が
林
家
当
主
と
な
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
林
半
三
郎
と
は
信
海
の
父
信
豊
を
指
し
、

信
海
は
為
三
郎
を
名
乗
っ
て
い
る
。

［
史
料
1
］（
（（
（

預
リ
申
金
子
証
文
之
事

一
、
金
弐
拾
五
両
也
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
貴
殿
実
父
文
助
殿
養
育
金
之
内
、
書
面
之
通
リ
慥
ニ
預
リ
置
申
処
実
正
也
、
利
足
之
儀
者
壱
割
之
割
合
ヲ
以
相
渡
可
申
候
、
尤
文

助
殿
小
遣
等
ニ
被
差
支
候
節
者
、
元
不
切
迄
者
用
立
可
申
候
筈
、
若
御
入
用
之
節
者
何
時
成
共
元
利
共
ニ
相
返
し
可
申
候
、
為
後
日
金

子
預
リ
証
文
仍
而
如
件

天
保
五
甲
午
年
七
月
　
　
　
　
赤
尾
村
　
預
リ
主
　
林
半
三
郎
（
㊞
抹
消
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人
　
　
　
為
三
郎
（
㊞
抹
消
）

川
越
志
義
町
　
沼
田
一
斎
殿
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［
史
料
2
］（
（（
（

養
育
金
子
預
リ
証
文
之
事

一
、
金
百
両
也
　
　
　
　
通
用
文
字
金

右
者
其
許
様
御
養
育
金
之
内
、
我
等
無
拠
入
用
有
之
ニ
付
御
無
心
申
入
、
書
面
之
金
子
唯
今
慥
ニ
預
申
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
何
時
成

共
御
入
用
之
節
者
、
早
速
返
納
可
致
候
、
万
一
滞
候
ハ
ヽ
我
等
持
高
田
畑
加
印
之
者
上
ニ
而
売
捌
、
無
遅
滞
金
子
ニ
而
皆
済
可
仕
候
、

為
後
日
養
育
金
子
預
リ
証
文
仍
而
如
件

天
保
十
年
亥
正
月
　
　
　
　
　
赤
尾
村
　
預
リ
主
　
林
半
三
郎
　
　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
受
人
　
　
藤
右
衛
門
　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人
　
　
　
清
右
衛
門
　
㊞

お
ふ
さ
と
の

　
前
書
預
リ
金
之
儀
者
年
々
壱
割
之
利
子
差
上
可
申
候
、
以
上

亥
正
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
右
村
　
　
林
半
三
郎
　
　
　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
右
衛
門
　
　
㊞

鍛
冶
町
　
沼
田
一
斎
殿

　［
史
料
1
］
で
は
、
実
父
文
助
養
育
金
の
う
ち
二
五
両
を
、
一
斎
か
ら
借
用
し
て
い
る
。［
史
料
2
］
で
は
、
一
斎
の
娘
ふ
さ
の
養
育
金

の
う
ち
一
〇
〇
両
を
、
ふ
さ
か
ら
借
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
後
者
に
つ
い
て
も
、
一
斎
と
の
間
で
利
足
の
取
極
め
が
な
さ
れ
て
お
り
、
実
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際
の
金
主
は
一
斎
だ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
斎
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

た
証
文
は
、
い
ず
れ
も
一
斎
の
身
内
の
養
育
金
と
い
う
名
目
が
付
さ
れ
て
お
り
、
一
斎
の
養
父
で

あ
る
三
芳
野
検
校
が
、
嗣
子
の
一
斎
へ
渡
し
た
養
育
金
が
運
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
次
に
、
林
家
文
書
に
残
る
一
斎
に
関
係
す
る
金
銭
借
用
証
文
を
整
理
し
た

［
表
2
］
を
見
よ
う
。
証
文
は
い
ず
れ
も
原
本
で
あ
り
、
書
替
に
よ
り
失
効
し
た
証
文
が
林
家
に

保
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
か
ら
ま
ず
は
、
す
べ
て
の
証
文
に
養
育
金
の
名
目
が

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。
最
も
古
い
証
文
は
、
天
保
五
年
一
月
付
の
、
五
両
と

二
五
両
の
借
用
証
文
で
あ
る
。
順
義
が
検
校
に
な
っ
た
の
が
前
年
の
天
保
四
年
で
あ
り
、
そ
の
直

後
か
ら
借
用
が
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
天
保
一
〇
年
に
は
一
〇
〇
両
の
証
文

（［
史
料
2
］）
に
書
き
替
え
ら
れ
、
天
保
一
五
年
に
は
二
通
で
合
計
一
四
五
両
に
ま
で
借
用
額
が

膨
ら
み
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
担
保
と
し
て
田
地
が
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
天
保
一
五
年
の
証
文
の
下
書
と
思
わ
れ
る
史
料
に
は
、「
当
卯
（
天
保
一
四
年
）
十
二
月
十
六

日
夜
、
一
斎
事
我
宅
へ
来
り
、
於
奥
座
敷
ニ
示
談
之
上
、
此
下
書
共
認
メ
候（（（
（

」
と
の
覚
書
が
あ
り
、

一
斎
と
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
証
文
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
作
成
さ

れ
た
「
お
ふ
さ
引
当
テ
地
所
覚（（（
（

」
と
い
う
史
料
で
は
、
ふ
さ
へ
担
保
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
田
地

の
入
口
米
（
年
貢
諸
掛
＋
小
作
米
）
が
計
算
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
年
貢
諸
掛
が
引
か
れ
、
一
四
両
三

分
二
朱
二
九
〇
文
の
作
徳
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
借
用
金
の
利
率
は
年
一
割
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

借
用
総
額
の
一
四
五
両
の
利
足
額
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
嘉
永
三
年
に
書
き
替
え
ら
れ
た
証
文

表 2　林家文書に残る一斎関係証文

年 月 借用額 宛先 名目 年利 土地書入 備考 史料No.

天保 5年 1月 5両 沼田一斎 文助養育金 1割 なし 印を抹消 4450

天保 5年 7月 25 両 沼田一斎 文助養育金 1割 なし 印を抹消 4451［史料 1］

天保 10 年 1 月 130 両 おふさ ふさ養育金 1割 なし 印を抹消 4458

天保 10 年 1 月 100 両 おふさ ふさ養育金 1割 なし 4480［史料 2］

天保 15 年 1 月 45 両 おふさ
ふさ養育金

3年間無利足
以後 1割

田地 2町
8反余

嘉永 3年に書替
2918

天保 15 年 1 月 100 両 おふさ 2919

嘉永 3年 1月 45 両 おふさ
ふさ養育金 1割 田地同上 安政 4年に書替

2871

嘉永 3年 1月 100 両 おふさ 2872
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は
、
額
も
担
保
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
安
政
四
年
ま
で
は
、
そ
の
関
係
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
斎
は
、
林
家
に
金
銭
を
貸
し
付
け
、
担
保
に
と
っ
た
田
地
か
ら
利
足
分
の
作
徳
を
毎
年
獲
得
す
る
存
在
と
し
て
、
林
家

と
対
峙
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
二
　
赤
尾
村
の
所
持
地

　
1
　
ふ
さ
所
持
地
の
性
格

　
赤
尾
村
の
土
地
帳
簿
で
あ
る
「
名
寄
帳
」
や
「
高
改
帳
」
に
は
、
天
保

期
か
ら
「
鍛
冶
町
ふ
さ
」
と
い
う
土
地
所
持
者
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
一
斎
の
娘
ふ
さ
の
所
持
地
で
あ
ろ
う
。
次
に
こ
の
所
持
地
の
性

格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
一
斎
と
赤
尾
村
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　［
表
3
］
は
、「
高
改
帳
」
か
ら
、
ふ
さ
と
そ
れ
に
関
係
す
る
家
の
持
高

を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。「
高
改
帳
」
に
ふ
さ
が
登
場
す
る
の
は
、

文
政
九
～
弘
化
二
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
「
高
改
帳
」
か
ら
で
あ
り
、
帳
簿

が
改
訂
さ
れ
た
弘
化
二
年
段
階
で
、
持
高
二
〇
石
余
に
な
っ
て
い
る
。
嘉

永
五
年
「
高
改
帳
」
で
は
、
源
兵
衛
家
の
持
高
の
内
に
「
ふ
さ
分
」
が
含

ま
れ
、
同
六
年
・
七
年
に
は
再
び
独
立
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

表 3　「高改帳」にみる、ふさ及び関係する家の持高

文化 5年高改帳
（文政 9年の持高）

×
文助・源七
27 石 7 斗 6 升

文政 9年高改帳
（弘化 2年の持高）

ふさ
20 石 5 斗 4 升

文助倅源次郎
5石 1斗 8升

嘉永 5年高改帳
（同年の持高）

×
源兵衛

25 石 7 斗 2 升
（内 8石 7斗 9升　ふさ分）

嘉永 6年高改帳
（同年の持高）

ふさ分
8石 7斗 9升

源兵衛
16 石 9 斗 2 升

嘉永 7年高改帳
（同年の持高）

ふさ分
7石 8斗 5升

源兵衛
16 石 9 斗 2 升

弘化 2年高改帳
（文久元年の持高）

源兵衛内ふさ
8石 7斗 9升

源兵衛
16 石 9 斗 2 升

文久元年高改帳
（明治初年の持高）

×
源兵衛

30 石 4 斗 1 升
源兵衛内鉄五郎
4石 3斗 1升

注　「高改帳」は、持高が変動する度に書き替えがなされているため、現在確認で
きるのは、帳簿が新しいものに改訂される直前の持高である。そのため、何年
の持高であるのかを、カッコ内に注記した。
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一
〇

明
治
初
年
に
至
る
と
、
ふ
さ
所
持
地
は
消
滅
し
、
代
わ
っ
て
「
源
兵
衛
内
鉄
五
郎
」
が
新
た
な
土
地
所
持
者
と
し
て
現
れ
る
。

　［
表
4
］
は
、「
名
寄
帳（（（
（

」
か
ら
、
ふ
さ
所
持
地
の
土
地
片
一
筆
ご
と
の
情
報
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ふ
さ
所
持
地
は
、
天
保
一

四
年
に
源
兵
衛
・
豊
吉
・
文
蔵
の
三
家
か
ら
土
地
を
獲
得
し
て
成
立
し
た
。
量
的
に
は
、
一
斎
の
実
家
で
あ
る
源
兵
衛
家
の
元
所
持
地
が

表 4　ふさ所持地の土地片一筆ごとの変遷

地目 畝 歩 石 名寄帳 慶応元年証文
の譲渡先元地主 取得年 付箋・追記

上田 9 19 1.16 源兵衛 卯 天保 14

「壬子（嘉永 5年）改
　　　　源兵衛支配
　乙丑（慶応元年）
　　　　源兵衛ト成」

源兵衛

上田 4 25 0.58 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
中田 25 6 2.52 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
中田 11 3 1.11 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
中田 5 3 0.51 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 12 3 0.97 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 11 21 0.94 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 10 15 0.84 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 7 29 0.64 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 6 10 0.51 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 5 29 0.48 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 3 8 0.26 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 2 12 0.19 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 2 9 0.18 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 2 8 0.18 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 1 20 0.13 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下田 10 0 0.80 豊吉 卯 天保 14 （たき）
下田 9 3 0.73 豊吉 卯 天保 14 「鉄五郎ト成ル」 鉄五郎
下々田 14 13 0.87 豊吉 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下々田 8 27 0.53 豊吉 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下々田 4 0 0.24 豊吉 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下田 9 5 0.73 半三郎 巳 弘化 2 （同上） 鉄五郎
下田 10 26 0.87 半三郎 巳 弘化 2 （たき）
下田 9 29 0.80 半三郎 巳 弘化 2 （たき）
下田 6 20 0.53 半三郎 巳 弘化 2 （たき）
下田 1 0 0.08 半三郎 巳 弘化 2 （たき）
下田 20 0.05 半三郎 巳 弘化 2 （たき）
下田 26 0 2.08 半三郎 辛酉 文久 1 （たき）

中畑 4 15 0.27 源兵衛 卯 天保 14

「壬子（嘉永 5年）改
　　　　源兵衛支配
乙丑（慶応元年）
　　　　源兵衛ト成」

源兵衛

中畑 3 27 0.23 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下々畑 7 18 0.15 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 源兵衛
下畑 1 25 0.07 源兵衛 卯 天保 14 「鉄五郎ト成ル」 鉄五郎
下畑 6 15 0.26 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下畑 1 2 0.04 源兵衛 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下畑 4 0 0.16 源兵衛 卯 天保 14 （卯年に源兵衛が請戻）
下畑 4 3 0.16 源兵衛 卯 天保 14 （卯年に源兵衛が請戻）
下畑 2 28 0.12 豊吉 卯 天保 14 （たき）
下畑 20 20 0.83 豊吉 卯 天保 14 （たき）
下畑 1 0 0.04 豊吉 卯 天保 14 「鉄五郎ト成ル」 鉄五郎
下々畑 5 20 0.11 豊吉 卯 天保 14 （たき）
下畑 1 0 0.04 文蔵 卯 天保 14 「鉄五郎ト成ル」 鉄五郎
下畑 2 4 0.09 文蔵 卯 天保 14 （同上） （たき）
下畑 2 0 0.08 文蔵 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
下々畑 4 18 0.09 文蔵 卯 天保 14 （同上） 鉄五郎
中畑 8 22 0.52 半三郎 巳 弘化 2 （たき）

＊名寄帳では後に加筆される形で鉄五郎への譲渡が記されていることから、慶応元年の
証文作成の後に追加譲渡されたものと思われる。

＊
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一

大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
弘
化
二
年
に
、
林
家
か
ら
新
た
に
土
地
を
獲
得
し（（（
（

、
持
高
は
二
〇
石
余
に
至
る
。

　
ふ
さ
所
持
地
が
成
立
し
た
天
保
一
四
年
の
、
林
家
の
日
記
一
一
月
二
六
日
条
に
は
、「
藤
右
衛
門
者
一
斎
方
へ
田
畑
引
渡
し
申
義
ニ
付

行
呉
候
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
田
地
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
藤
右
衛
門
は
林
家
の
分
家
で
あ
り
、
信
海
の
代
理
人
で

あ
ろ
う
。
弘
化
元
年
一
〇
月
五
日
条
に
は
、「
沼
田
一
斎
方
へ
立
寄
、
小
作
検
見
之
事
及
申
談
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
一
斎
が
地
主
経
営
に

関
わ
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
ふ
さ
所
持
地
が
規
模
を
大
き
く
拡
大
さ
せ
た
弘
化
二
年
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
林
家
か
ら

一
斎
へ
流
地
証
文
が
渡
さ
れ
て
い
た
。
以
上
か
ら
、
ふ
さ
所
持
地
と
は
、
実
際
に
は
一
斎
の
所
持
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
ふ
さ
が
源
兵
衛
家
の
養
女
と
な
っ
た
の
は
、
ふ
さ
所
持
地
が
成
立
し
た
直
後
の
、
同
年
の
九
月
で
あ
る
。
一
斎
は
娘
を
養
女
に
入
れ
、

自
身
は
直
接
の
土
地
所
持
者
と
は
な
ら
ず
、
娘
名
義
で
土
地
を
所
持
し
た
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
形
の
上
で
娘
を
赤
尾
村
の
一
員

と
す
る
こ
と
で
、
土
地
所
持
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
図
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
ふ
さ
も
一
斎
と
と
も
に
鍛
治
町
に
住
み
続
け
た

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
斎
が
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
形
だ
け
の
養
女
は
成
り
立
た
な
く
な
り
、
弘
化

二
年
に
ふ
さ
は
実
家
へ
貰
い
戻
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
離
縁
後
も
、
赤
尾
村
の
土
地
帳
簿
類
に
は
、
源
兵
衛
家
の
口
座

に
「
ふ
さ
分
」
が
別
記
さ
れ
た
り
、「
源
兵
衛
内
ふ
さ
」
と
の
肩
書
き
で
所
持
高
が
記
さ
れ
る
な
ど
し
て
お
り
、
ふ
さ
所
持
地
は
、
表
向

き
は
源
兵
衛
家
の
所
持
地
と
さ
れ
な
が
ら
、
内
々
に
残
り
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ふ
さ
所
持
地
が
成
立
し
た
天
保
一
四
年
に
は
、
一
斎
の
実
兄
で
あ
る
源
兵
衛
か
ら
、
赤
尾
村
の
村
役
人
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
証
文

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
3
］（
（（
（

入
置
申
一
札
之
事
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医
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一
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故
郷
の
村
（
小
松
）�

一
二

一
此
度
当
村
之
地
所
、
川
越
鍛
冶
町
お
ふ
さ
殿
質
流
地
ニ
被
引
取
候
処
、
他
所
之
義
ニ
付
、
お
ふ
さ
殿
ゟ
被
相
頼
、
右
地
所
之
儀
者
、

私
引
受
世
話
仕
、
御
年
貢
御
上
納
者
不
及
申
、
村

之
諸
役
貫
物
等
其
外
上
納
向
諸
事
世
話
仕
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
者
、

掛
リ
合
之
地
所
ニ
付
、
以
後
御
役
前
者
不
及
申
、
村
方
へ
御
苦
労
御
損
毛
等
決
而
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
万
一
如
何
様
六
ヶ
敷
義
出
来

候
共
、
御
差
図
次
第
取
斗
ひ
埒
明
可
申
候
、
為
後
日
仍
而
如
件

天
保
十
四
癸
卯
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
尾
村
　
引
受
世
話
人
　
源
兵
衛
　
　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
村
御
役
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
証
人
連
印
　
略
）

　
ふ
さ
が
質
流
地
と
し
て
獲
得
し
た
赤
尾
村
の
土
地
に
つ
い
て
、
源
兵
衛
が
世
話
人
と
な
っ
て
、
年
貢
上
納
や
役
負
担
を
行
う
と
い
う
。

ふ
さ
所
持
地
＝
一
斎
所
持
地
は
、
一
斎
の
実
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
負
担
が
請
け
負
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
斎
は
所
持
地
か
ら
作
徳
の

み
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

2
　
兄
鉄
五
郎
と
ふ
さ
所
持
地

　
再
び
［
表
3
］［
表
4
］
を
見
よ
う
。［
表
4
］
の
「
名
寄
帳
」
の
情
報
を
整
理
し
た
部
分
に
あ
る
通
り
、
ふ
さ
所
持
地
の
う
ち
田
地
一

六
筆
・
畑
地
三
筆
に
は
、
嘉
永
五
年
に
「
源
兵
衛
支
配
」、
慶
応
元
年
に
「
源
兵
衛
ト
成
」
と
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
と

は
別
に
、
田
地
五
筆
・
畑
地
八
筆
に
は
、
年
が
不
詳
で
あ
る
が
、「
鉄
五
郎
ト
成
」
と
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
と
連

動
す
る
よ
う
に
、「
高
改
帳
」
を
整
理
し
た
［
表
3
］
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
五
年
と
六
年
の
間
に
源
兵
衛
の
持
高
が
約
二
六
石
か
ら
約
一
七

石
へ
と
減
少
し
、
代
わ
り
に
ふ
さ
の
持
高
が
独
立
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
文
久
元
年
に
改
訂
さ
れ
た
「
高
改
帳
」
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三

で
は
、
ふ
さ
所
持
地
が
消
滅
し
、
源
兵
衛
の
持
高
が
約
一
七
石
か
ら
約
三
〇
石
へ
と
倍
増
し
、
そ
し
て
一
斎
の
兄
で
あ
る
鉄
五
郎
が
四
石

余
を
所
持
し
て
独
立
し
て
い
る
。

　［
表
4
］
右
側
の
「
慶
応
元
年
証
文
の
譲
渡
先
」
の
欄
に
は
、
林
家
文
書
に
残
る
、
慶
応
元
（
元
治
二
・
一
八
六
五
）
年
三
月
付
の
三

通
の
土
地
証
文
を
も
と
に
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
と
な
る
土
地
の
譲
渡
先
を
整
理
し
て
あ
る
。
こ
の
証
文
を
、
次
に
掲
げ
よ
う（（（
（

。

［
史
料
4
─
1
］田

畑
譲
状
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
畑
の
地
目
・
反
別
・
字
名
　
略
）

右
之
田
畑
、
た
き
女
名
前
ニ
て
我
等
所
持
有
之
候
処
、
此
度
貴
殿
江
相
譲
申
候
所
実
正
也
、
然
ル
上
者
、
御
年
貢
者
不
及
申
、
諸
勘

物
等
不
残
貴
殿
方
ニ
而
相
納
、
永
御
所
持
可
被
成
候
、
右
地
所
ニ
付
脇
ゟ
妨
等
無
御
座
候
、
尤
我
等
兄
弟
之
信
義
を
以
相
譲
候
田
畑

ニ
付
、
質
物
書
入
等
之
義
者
決
而
被
成
間
敷
候
、
我
等
子
孫
ニ
至
迄
格
別
之
不
仕
合
等
御
座
候
節
ハ
、
無
御
見
捨
相
応
之
御
助
成
可

被
成
候
、
此
段
御
子
孫
へ
も
御
申
継
可
被
下
候
、
為
後
日
依
而
如
件

元
治
二
乙
丑
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
川
越
　
沼
田
一
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
兄
　
鉄
五
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　（
親
類
証
人
連
名
　
略
）

［
史
料
4
─
2
］田

畑
譲
状
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
畑
の
地
目
・
反
別
・
字
名
　
略
）
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一
四

右
之
田
畑
、
た
き
女
名
前
ニ
而
我
等
所
持
来
候
処
、
比
度
拙
者
出
生
家
元
之
訳
ヲ
以
、
其
方
ヘ
永
相
譲
申
候
処
実
正
也
（
中
略
）

元
治
二
乙
丑
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
川
越
　
沼
田
一
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
源
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
親
類
証
人
連
名
　
略
）

［
史
料
4
─
3
］田

畑
世
話
議
定
証
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
畑
の
地
目
・
反
別
・
字
名
　
略
）

右
之
田
畑
貴
殿
御
所
持
ニ
御
座
候
所
、
我
等
御
世
話
致
シ
年
々
御
年
貢
相
納
メ
、
残
米
払
金
ヲ
以
諸
貫
物
其
外
諸
懸
リ
諸
役
等
相
払
、

年
々
豊
凶
小
作
検
見
等
ニ
者
不
拘
、
年
々
金
五
両
二
分
ツ
ヽ
無
相
違
差
上
可
申
候
（
中
略
）

元
治
二
乙
丑
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
赤
尾
村
　
世
話
地
主
　
源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
お
た
き
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
親
類
証
人
連
名
　
略
）

　
一
斎
が
「
た
き
」
名
前
で
所
持
し
て
き
た
土
地
に
つ
い
て
、
一
通
目
の
証
文
に
て
そ
の
一
部
を
鉄
五
郎
へ
、
二
通
目
の
証
文
に
て
残
り

の
一
部
を
源
兵
衛
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
す
る
と
い
う
。「
た
き
」
と
い
う
女
性
と
一
斎
と
の
続
柄
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な

い
。
し
か
し
、
土
地
片
の
字
名
・
地
目
・
反
別
・
石
高
な
ど
が
、
元
ふ
さ
所
持
地
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
た
き
所
持
地
＝
ふ
さ
所
持

地
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
通
目
の
証
文
で
は
、
鉄
五
郎
と
源
兵
衛
へ
譲
渡
し
た
残
り
の
土
地
に
つ
い
て
、
源
兵
衛
が
「
世
話

地
主
」
と
な
っ
て
管
理
し
、
年
貢
を
は
じ
め
諸
負
担
を
請
け
負
い
、
年
に
五
両
二
分
を
、
た
き
へ
作
徳
と
し
て
送
金
す
る
旨
が
約
束
さ
れ

て
い
る
。
た
き
所
持
地
＝
元
ふ
さ
所
持
地
＝
一
斎
所
持
地
は
、
こ
う
し
て
慶
応
元
年
に
三
分
割
さ
れ
た
。
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一
五

　
こ
れ
に
先
立
つ
嘉
永
五
年
に
は
、
前
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
源
兵
衛
家
の
持
高
の
内
に
含
ま
れ
て
い
た
ふ
さ
所
持
地
が
二
分
割
さ
れ
、

片
方
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
源
兵
衛
の
持
高
の
内
と
な
り
、
残
る
片
方
は
ふ
さ
所
持
地
と
し
て
独
立
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嘉

永
五
年
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
実
は
嘉
永
五
年
に
は
、
一
斎
の
実
家
で
あ
る
源
兵
衛
家
で
、
一
つ
の
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一
斎
の
兄
源
兵
衛
の
跡
を
継
い
だ
源
太

郎
（
相
続
後
は
源
兵
衛
と
改
名
）
は
、
養
子
先
か
ら
離
縁
さ
れ
て
源
兵
衛
家
に
戻
っ
て
い
た
兄
鉄
五
郎
と
仲
た
が
い
を
し
、
彼
を
家
か
ら

追
い
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
斎
は
当
時
は
前
橋
に
居
住
し
て
い
た
が
、
こ
の
対
立
を
仲
裁
す
る
た
め
、
林
信
海
に
長
文
の
書
簡
を

認
め
て
い
る
。
こ
の
書
簡
に
は
、
騒
動
が
生
じ
た
背
景
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
村
社
会
に
お
け
る
次
三
男
の
立
場
な
ど
、

様
々
な
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
騒
動
自
体
の
検
討
は
行
わ
ず
、
ふ
さ
所
持
地
に
関
す
る
箇
所
の
み
を
取

り
上
げ
て
、
ふ
さ
所
持
地
の
性
格
と
、
分
割
が
生
じ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

［
史
料
5
］（
（（
（隠

面
田
畠
之
儀
者
、
老
父
没
後
者
鉄
五
郎
へ
遣
し
、
同
人
老
後
之
手
当
ニ
致
候
ハ
ヽ
安
心
ニ
可
有
之
与
存
、
兄
弟
之
よ
し
み
を
存
し
、

小
子
寸
志
に
て
鉄
五
郎
へ
遣
し
可
申
旨
、
八
年
已
前
取
斗
置
処
、
去
年
八
月
中
鉄
五
郎
参
リ
申
候
に
者
、
右
隠
面
の
腐
レ
田
地
者
入

用
嵩
、
且
父
没
後
も
受
取
之
儀
者
迷
惑
ニ
付
、
此
段
相
断
リ
候
与
申
、
左
候
得
者
隠
面
ハ
鉄
五
郎
不
用
与
被
存
候
、
乍
去
此
節
ニ
相

成
、
鉄
五
郎
入
用
之
所
存
出
候
ハ
ヽ
、
本
よ
り
差
遣
し
可
申
与
心
懸
候
事
故
遣
し
可
申
候
、
尤
老
父
存
生
中
者
右
入
上
ケ
ヲ
以
同
人

小
遣
等
ニ
致
候
事
故
、
鉄
五
郎
自
由
ニ
致
さ
せ
候
事
ハ
老
父
不
得
心
ニ
御
座
候
、
今
迄
ハ
源
太
郎
世
話
致
し
来
候
得
共
、
鉄
五
郎
世

話
致
度
候
ハ
ヽ
、
老
父
源
太
等
ニ
落
合
之
上
世
話
致
さ
せ
可
申
候
、
鉄
五
郎
ニ
世
話
致
さ
せ
候
共
、
同
人
上
に
て
他
人
へ
書
入
ニ
致

し
金
子
借
用
致
候
様
な
る
儀
ハ
不
相
成
旨
老
父
申
上
候
、
鉄
五
郎
世
話
致
さ
せ
候
内
水
損
等
、
又
者
高
懸
リ
等
多
分
相
掛
リ
候
共
、
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六

小
子
方
へ
難
題
申
掛
候
事
ハ
不
相
成
候
事
、　
○
万
一
此
一
条
出
訴
等
ニ
相
成
候
節
者
、
右
田
地
ハ
表
向
文
助
所
持
之
事
ニ
御
書
替

可
相
成
候
事

　
一
斎
は
、
父
文
助
の
隠
居
面
と
し
て
、
八
年
前
に
田
畑
を
購
入
し
た
。
そ
の
田
畑
は
、
文
助
の
死
後
に
は
、
鉄
五
郎
に
譲
渡
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
。
鉄
五
郎
は
去
年
の
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
の
田
畑
は
不
要
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
心
変
わ
り
を
し
て
必
要
に
な

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
斎
と
し
て
は
譲
渡
し
て
も
構
わ
な
い
。
現
在
こ
の
土
地
は
源
太
郎
が
世
話
を
し
て
い
る
が
、
鉄
五
郎
が
世
話
を
し

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
文
助
と
源
太
郎
の
了
解
を
得
た
上
で
世
話
を
す
れ
ば
よ
い
。
但
し
、
文
助
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
鉄
五
郎
の
自
由
に

は
さ
せ
な
い
し
、
金
子
借
用
の
た
め
の
書
入
れ
も
さ
せ
な
い
。
ま
た
水
損
な
ど
の
被
害
が
出
た
り
、
高
割
役
な
ど
の
負
担
が
多
く
掛
っ
た

場
合
も
、
一
斎
は
面
倒
を
見
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
最
後
に
、
も
し
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
土
地
は
文
助
の
所
持
地
と
書
き
替

え
て
ほ
し
い
と
断
っ
て
い
る
。

　
右
の
史
料
か
ら
、
文
助
の
隠
居
面
田
畑
に
つ
い
て
、
①
天
保
一
五
年
前
後
に
一
斎
が
購
入
し
、
②
源
兵
衛
家
が
管
理
を
し
て
お
り
、
③

文
助
所
持
地
と
し
て
は
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
④
訴
訟
と
な
っ
た
さ
い
に
不
都
合
な
所
持
者
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
点
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
土
地
は
、
ふ
さ
所
持
地
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ふ
さ
所
持
地
は
天
保
一

四
年
に
成
立
し
、
源
兵
衛
家
が
管
理
を
行
い
、
源
兵
衛
家
の
養
女
で
あ
っ
た
ふ
さ
が
、
離
縁
後
も
所
持
者
と
し
て
内
々
に
登
録
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
隠
居
面
田
畑
＝
ふ
さ
所
持
地
で
あ
れ
ば
、
右
の
史
料
の
情
報
を
あ
わ
せ
て
、
嘉
永
五
年
・
慶
応
元
年
の
変
化
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
永
五
年
以
前
に
は
、
源
兵
衛
家
が
ふ
さ
所
持
地
の
す
べ
て
を
管
理
し
て
い
た
が
、
同
年
に
、
源
兵
衛
が
管
理
す
る

土
地
と
、
鉄
五
郎
が
管
理
す
る
土
地
と
に
分
割
さ
れ
た
。
た
だ
し
鉄
五
郎
は
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
源
兵
衛
家
の
同
居
人
と
い
う
立
場
で
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あ
っ
た
か
ら
、
後
者
の
土
地
は
、
帳
簿
上
は
ふ
さ
所
持
地
と
さ
れ
た
。
慶
応
元
年
、
鉄
五
郎
は
分
家
を
果
た
し
、
後
者
の
土
地
の
一
部
を

正
式
に
譲
渡
さ
れ
、
併
せ
て
源
兵
衛
家
へ
も
、
こ
れ
ま
で
管
理
し
て
い
た
土
地
が
正
式
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
残
っ
た
土
地
は
、
再
び

源
兵
衛
家
の
管
理
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
ふ
さ
所
持
地
と
は
、
一
斎
の
収
入
源
と
い
う
意
味
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
父
の
隠
居
後
の
生
活
の
た
め
、
ま
た
養

子
先
を
離
縁
さ
れ
た
実
兄
の
生
活
の
た
め
の
土
地
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
検
校
の
嗣
子
と
し
て
川
越
・
前
橋
に
暮
ら
し
た
一
斎
は
、

実
家
と
の
関
係
を
保
ち
続
け
、
実
の
親
兄
弟
た
ち
の
生
活
を
考
え
て
、
そ
れ
を
支
え
る
手
段
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
　
一
斎
に
と
っ
て
の
赤
尾
村

　
林
家
文
書
に
は
、
一
斎
か
ら
信
海
お
よ
び
そ
の
倅
信
徒
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
い
く
つ
か
現
存
し
て
い
る
。
最
後
に
そ
の
い
く
つ
か
を

取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
一
斎
に
と
っ
て
の
赤
尾
村
の
も
つ
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

　
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
一
斎
（
泰
道
）
か
ら
、
信
海
の
倅
で
あ
る
信
徒
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
年
欠
だ
が
、
信
海
を
「
亡

父
様
」
と
記
し
て
お
り
、
信
海
が
亡
く
な
っ
た
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
慶

応
二
（
一
八
六
六
）
年
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
長
文
の
書
簡
で
あ
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

［
史
料
6
］（
（（
（両

度
之
御
状
相
達
、
且
源
兵
衛
義
も
十
日
無
滞
着
仕
、
貴
家
御
模
様
御
村
方
之
義
委
曲
承
知
仕
候
、
先
以
被
成
御
揃
弥
御
安
泰
御
起

居
被
成
候
条
、
重
畳
目
出
度
奉
恭
賀
候
、
次
ニ
小
子
方
一
同
無
事
罷
在
申
候
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
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一
八

一
諏
訪
社
手
水
石
之
義
ニ
付
段
々
御
心
配
被
下
、
以
御
陰
奉
納
無
滞
相
済
ミ
難
有
奉
存
候
、
右
入
用
金
源
兵
衛
義
五
両
拝
借
仕
、
跡

入
用
六
両
三
分
三
朱
三
百
七
拾
文
貴
所
様
上
ニ
て
御
立
替
被
下
候
趣
、
御
厚
志
之
段
千
万
奉
多
謝
候
、
則
此
度
御
立
替
金
六
両
三

分
三
朱
三
百
七
十
文
、
源
兵
衛
借
用
分
五
両
共
合
、
金
拾
壱
両
三
分
三
朱
三
百
七
拾
文
之
処
へ
、
金
拾
弐
両
差
上
申
候
、
御
請
取

可
被
下
候
、
神
楽
殿
御
修
覆
金
等
之
義
ハ
、
源
兵
衛
へ
委
細
相
談
仕
置
候
間
、
同
人
よ
り
御
聞
取
可
被
下
候

一
章
斎
助
成
一
条
、
度
々
御
面
倒
成
ル
義
相
願
、
種
々
章
斎
・
源
兵
衛
両
人
へ
も
御
咄
被
下
難
有
奉
存
候
、
此
度
源
兵
衛
出
府
相
談

之
上
、
年
貢
御
勘
物
伝
馬
夫
役
等
ハ
源
兵
衛
方
ニ
て
一
切
引
受
相
勤
メ
、
当
年
之
所
玄
米
四
斗
三
升
入
五
俵
、
麦
六
斗
入
四
俵
源

兵
衛
よ
り
お
ふ
さ
へ
相
送
り
、
尤
源
兵
衛
馬
ニ
て
無
賃
ニ
て
川
越
穀
問
屋
又
水
車
へ
な
り
と
も
附
送
リ
候
約
束
ニ
取
極
メ
申
候
、

尤
此
上
格
別
之
荒
レ
等
無
之
候
得
者
、
年
々
同
様
相
送
リ
可
申
、
違
作
検
見
等
之
節
ハ
猶
又
相
談
仕
候
約
束
ニ
有
之
候
、
尤
章
斎

方
も
両
三
年
之
内
ニ
ハ
何
と
か
法
も
相
付
可
申
奉
存
候
ニ
付
、
右
之
通
リ
取
極
申
候
、
右
之
段
お
ふ
さ
方
へ
も
御
序
ニ
御
咄
可
被

成
候
、
右
ニ
て
米
麦
一
日
五
合
扶
持
に
て
弐
人
扶
持
余
ニ
相
成
申
候
、
是
に
て
章
斎
方
ニ
て
も
凌
き
相
立
、
家
業
出
情マ

マ

致
候
ハ
ヽ

申
分
有
之
ま
し
く
と
奉
存
候

一
氷
川
田
、
永
島
古
畑
、
兼
子
ビ
ク
田
三
ヶ
所
ハ
、
家
祖
源
兵
衛
時
代
所
持
之
名
寄
ニ
有
之
、
源
兵
衛
方
所
持
之
処
、
四
代
目
兄
源

兵
衛
代
ニ
貴
家
へ
相
渡
リ
、
右
ヲ
小
子
方
へ
御
申
請
之
義
ニ
付
、
先
年
源
兵
衛
ヘ
ハ
相
返
し
不
申
候
得
と
も
、
私
方
ニ
て
も
子
供

不
残
相
片
付
、
私
義
も
隠
居
を
も
致
候
様
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
源
兵
衛
方
へ
相
譲
可
申
与
存
候
、
此
段
源
兵
衛
へ
も
申
聞
置
候

一
末
女
縁
談
之
義
委
細
源
兵
衛
へ
も
内
談
致
置
候
間
、
源
兵
衛
よ
り
内
々
御
聞
可
被
下
候
、
此
義
も
小
子
上
ニ
て
ハ
熟
談
相
成
候
方

宜
御
座
候
得
共
、
何
分
末
子
之
我
侭
育
な
り
、
且
何
事
も
行
届
不
申
、
と
て
も
農
務
抔
ハ
出
来
不
申
、
尤
夫
丈
之
手
当
ハ
致
可
遣

候
得
共
、
源
兵
衛
母

ニ
妻
抔
如
何
心
得
居
候
哉
難
斗
、
源
兵
衛
へ
委
し
く
内
談
致
置
候
間
、
御
聞
被
下
候
上
、
御
勘
考
可
被
下

候
様
奉
願
候
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九

一
薬
師
堂
奉
額
義
申
上
候
所
、
早
速
御
返
書
御
絵
図
面
等
も
御
送
リ
被
下
候
、
難
有
奉
存
候
、
二
枚
之
内
正
面
君
寿
志
老
方
可
然
奉

存
候
、
尤
薬
師
ハ
く
す
し
の
仏
ニ
ハ
候
得
共
、
仏
ヲ
神
之
如
ク
ニ
仕
成
し
額
ヲ
懸
候
て
ハ
如
何
可
有
之
哉
、
且
君
寿
志
老
之
文
字

抔
も
古
意
ニ
そ
む
き
て
ハ
不
宜
候
間
、
此
義
抔
ハ
石
井
井
上
様
へ
も
御
問
合
可
然
御
取
極
可
被
下
候
、
猶
小
子
方
ニ
て
も
勘
考
可

仕
候
、
額
之
仕
立
方
ハ
け
や
き
板
額
縁
有
之
方
宜
、
文
字
ハ
コ
ン
ジ
ヤ
ウ
か
金
字
、
私
名
前
年
号
抔
も
有
之
方
可
然
、
尤
文
字
ハ

私
し
た
ゝ
め
候
間
、
字
く
は
り
書
附
御
直
し
被
下
度
、
木
品
も
来
月
鉄
五
郎
参
リ
候
節
、
江
戸
ニ
て
相
尋
、
宜
品
見
当
リ
候
得
者

舟
ニ
て
御
送
可
申
、
見
当
不
申
候
得
ハ
、
御
地
ニ
て
御
見
付
被
下
候
様
仕
度
、
此
等
之
義
ハ
源
兵
衛
へ
く
わ
し
く
申
含
候
、
御
聞

可
被
下
候

一
御
亡
父
様
悼
顕

一
義
家
・
忠
度
両
朝
臣
の
類

一
児
島
高
徳
の
侍
是
等
ハ
処
々
頼
被
置
候
得
共
、
未
集
リ
不
申
、
取
い
そ
き
相
集
め
御
送
リ
可
申
候
、
決
し
て
忘
失
ハ
致
不
申
候
間
、

左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
当
秋
冬
抔
御
閑
も
候
ハ
ヽ
御
出
府
御
待
申
上
候
、
乍
末
御
一
統
様
へ
宜
御
願
申
上
候

一
西
九
州
之
模
様
、
京
摂
間
之
事
情
、
更
に
相
分
リ
不
申
、
江
戸
ハ
戎
服
人
月
々
日
々
多
ク
相
成
リ
、
世
ハ
西
洋
風
ニ
一
変
致
可
申

与
被
存
候

皇
国
も
唐
国
ニ
一
変
し
、
又
天
竺
風
ニ
一
変
し
、
又
西
洋
風
ニ
一
変
致
候
、
何
れ
此
上
者
純
一
ノ
皇
国
風
ニ
立
戻
リ
候
様
仕
度
候
、

世
上
見
聞
之
事
々
物
々
嘆
息
之
事
の
ミ
多
ク
有
之
、
先
当
分
ハ
愚
弱
ヲ
守
リ
居
候
事
肝
要
ニ
御
座
候
、
申
上
度
事
件
如
山
海
御
座

候
得
共
、
紙
上
ニ
ハ
難
尽
候
、
猶
拝
眉
之
節
と
申
上
度
候
、［
　
　
　
］

七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
道

　
　
　
　
　
　
　
　
信
徒
兄
　
人
々
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二
〇

　
一
条
目
に
は
、
諏
訪
社
へ
の
手
水
鉢
の
奉
納
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
諏
訪
社
は
、
赤
尾
村
に
三
社
あ
る
氏
子
を
も
つ
神
社
の
一

つ
で
、
林
家
周
辺
の
家
々
を
氏
子
と
し
、
源
兵
衛
家
も
同
社
の
氏
子
で
あ
っ
た
。
手
水
鉢
の
奉
納
に
さ
い
し
、
六
両
余
を
林
家
が
立
替
え
、

五
両
は
源
兵
衛
家
が
林
家
か
ら
借
用
し
て
入
用
金
に
あ
て
た
が
、
今
回
、
一
斎
が
林
家
に
一
二
両
を
支
払
っ
て
こ
れ
を
返
済
し
た
と
い
う
。

一
斎
の
資
金
と
、
林
家
の
協
力
の
も
と
で
、
源
兵
衛
家
に
よ
っ
て
奉
納
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る（（（
（

。
一
斎
は
さ
ら
に
、
神
楽
殿
の
修
復
に

も
取
り
懸
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
諏
訪
社
の
手
水
鉢
に
つ
い
て
は
、
他
の
書
簡
に
も
情
報
が
あ
る
。
や
は
り
年
欠
の
六
月
二
八
日
付
の
書
簡
で
は（（（
（

、
手
水
鉢
に
彫
る
文
字

に
つ
い
て
、
一
斎
が
細
か
く
指
示
を
し
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
書
簡
に
は
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
戦
況
や
、
各
地
で
発
生
し
て
い
る
世
直

し
騒
動
の
様
子
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
お
り
、
情
報
収
集
源
と
し
て
の
一
斎
の
位
置
を
再
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
書
簡
の
年
代
を
慶

応
二
（
一
八
六
六
）
年
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
水
鉢
の
奉
納
に
数
年
か
か
る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、［
史
料
6
］
と
し
て
掲

げ
た
書
簡
も
、
慶
応
二
年
七
月
の
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
諏
訪
社
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
別
の
書
簡
で
、「
諏
訪
神
社
神
主
取
立
候
様
仕
度
、
御
村
御
氏
子
中
落
合
御
願
被
下
候
ハ
ヽ
川
越
御
役
場

へ
小
子
手
ヲ
入
候
様
可
仕
候（（（
（

」
と
、
神
主
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
積
極
的
に
勧
め
て
お
り
、
一
斎
自
ら
が
川
越
藩
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
も
厭
わ
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
赤
尾
村
は
、
一
斎
に
と
っ
て
の
国
学
の
実
践
の
場
で
あ
っ
た
。

　
二
条
目
で
は
、
一
斎
の
嗣
子
と
思
わ
れ
る
章
斎
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
章
斎
の
助
成
の
た
め
、
源
兵
衛
が
年
貢
諸
掛
を
負
担
す
る
土
地

か
ら
、
毎
年
米
と
麦
を
ふ
さ
に
納
め
る
。
具
体
的
に
は
源
兵
衛
家
の
馬
に
て
川
越
の
米
穀
問
屋
や
水
車
へ
売
却
し
、
代
金
を
納
入
す
る
。

章
斎
は
こ
の
収
入
に
よ
っ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
は
生
活
を
成
り
立
た
せ
、
家
業
に
出
精
す
る
と
い
う
。
こ
の
土
地
は
、
慶
応
元
年
の
証
文

に
よ
っ
て
、
源
兵
衛
家
に
管
理
が
任
さ
れ
た
、
た
き
所
持
地
＝
ふ
さ
所
持
地
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
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三
条
目
は
、
源
兵
衛
家
が
林
家
に
売
却
し
た
田
畑
の
請
け
戻
し
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
源
兵
衛
家
は
請
け
戻
し
を
断
念
し
た
が
、
こ

れ
を
一
斎
が
請
け
戻
す
と
い
う
。
一
斎
は
、
自
分
の
子
供
が
片
付
い
た
ら
隠
居
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
こ
の
田
畑
を
源
兵
衛

家
に
譲
渡
す
る
つ
も
り
な
の
だ
と
い
う
。

　
四
条
目
で
は
、
一
斎
の
末
子
の
娘
の
縁
談
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
縁
談
の
詳
し
い
内
容
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
明
治
初
年
の
戸
籍
に

は
、
源
兵
衛
家
の
長
男
の
妻
に
「
前
橋
藩
士
族
沼
田
一
斎
三
女
」
が
お
り
、
一
斎
に
と
っ
て
又
甥
に
あ
た
る
相
手
と
の
縁
談
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　
五
条
目
で
は
、
林
家
の
屋
敷
内
に
あ
る
薬
師
堂
の
額
に
関
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
八
条
目
で
は
南
北
朝
時
代
の
南
朝
方
の
英
雄
と
さ

れ
る
児
島
高
徳
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
九
条
目
で
は
、
世
の
中
が
西
洋
風
に
な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
危
機
感
・
嫌
悪
感
が
示
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
国
学
者
の
意
識
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
信
海
・
信
徒
親
子
と
一
斎
の
関
係
に
、
国
学
が
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
幕
末
維
新
期
の
社
会
を
考
え
る
う
え
で
の
様
々
な
論
点
が
見
出
せ
る
が
、
本
格
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、

こ
こ
で
は
赤
尾
村
の
土
地
の
問
題
を
少
し
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。
以
下
、
こ
れ
に
関
連
す
る
書
簡
を
三
点
掲
げ
る
。

［
史
料
7
］（
（（
（

（
前
略
）

一
当
年
者
違
作
之
処
、
利
金
百
金
ほ
と
も
御
渡
し
被
下
候
旨
、
源
太
よ
り
承
知
仕
難
有
奉
存
候
、
同
人
よ
り
申
上
候
、
中
山
田
地
之

義
者
、
割
合
ニ
当
リ
不
申
候
間
、
先
見
合
ニ
致
し
申
候
、
何
分
他
村
ニ
て
ハ
後
年
ニ
至
安
心
不
仕
候
、
何
れ
御
村
内
ニ
仕
度
奉
存

候
（
後
略
）
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［
史
料
8
］（
（（
（（

前
略
）
小
生
義
も
是
よ
り
ハ
在
府
仕
、
老
年
ニ
ハ
御
村
方
へ
引
込
可
申
、
前
橋
相
続
ハ
章
斎
ニ
仕
候
事
ニ
相
決
、
当
暮
願
書
差
出

申
候
、
御
安
心
可
被
下
候
、
貴
兄
ニ
ハ
何
れ
御
勘
考
、
御
実
子
御
儲
被
成
候
様
奉
存
候
、
申
上
度
事
件
山
海
御
座
候
得
と
も
紙
上
ニ

難
尽
、
猶
拝
顔
之
節
ニ
申
上
度
候
、
委
細
源
太
郎
よ
り
御
聞
可
被
下
、
恐
々
頓
首

十
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
道

　
　
信
徒
殿

［
史
料
9
］（
（（
（別

紙
申
上
候
玄
城
義
ニ
付
呉
々
も
御
深
情
之
段
奉
大
謝
候
、
扨
源
太
よ
り
兼
々
御
願
置
候
田
畑
之
義
、
貴
所
様
外
よ
り
御
取
入
ニ
も

相
成
候
御
地
面
有
之
由
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
れ
御
ゆ
つ
り
被
成
下
候
様
奉
願
候
、
近
々
世
態
も
相
変
、
藩
之
扶
助
米
も
少
く
相
成
、
章

斎
方
へ
録
之
半
分
ヲ
相
渡
し
候
ニ
付
、
私
方
ニ
て
下
女
一
人
差
遣
候
て
も
扶
持
米
足
り
不
申
、
市
米
を
買
入
今
日
を
暮
し
候
次
第
、

往
々
之
所
甚
当
惑
ニ
及
候
半
与
存
候
間
、
く
れ
ゝ
ゝ
も
地
面
之
義
奉
懇
願
候
、
委
細
ハ
源
太
郎
よ
り
可
申
上
候
、
以
上

　［
史
料
7
］
は
年
欠
で
あ
る
が
、
前
略
部
に
娘
の
縁
談
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
へ
の
礼
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
［
史
料
6
］
か
ら
し

ば
ら
く
の
ち
、
そ
う
遠
く
な
い
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
尾
村
か
ら
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
中
山
村
に
購
入
で
き
る
田
畑
が
あ
っ
た
が
、

割
に
合
わ
な
い
と
し
て
こ
の
購
入
を
見
送
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
他
村
の
土
地
は
安
心
で
き
ず
、
赤
尾
村
の
土
地
を
取
得
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
。
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　［
史
料
8
］
も
年
欠
で
あ
る
が
、
前
略
部
に
娘
の
縁
談
に
関
す
る
礼
や
、「
御
一
新
追
々
御
行
届
」
な
ど
の
文
面
が
見
ら
れ
、［
史
料
7
］

と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
斎
は
近
々
江
戸
へ
赴
任
す
る
予
定
だ
が
、
将
来
は
前
橋
藩
の
藩
医
の
職
を
章
斎
に
譲
り
、
赤
尾
村

に
戻
っ
て
隠
居
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
だ
と
い
う
。

　［
史
料
9
］
は
、
包
紙
に
「
林
様
　
沼
田
拝
」
と
あ
る
だ
け
で
、
宛
先
も
日
付
も
な
い
が
、
六
月
一
九
日
付
の
信
徒
宛
て
の
書
簡
と
共

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
六
月
一
九
日
付
の
書
簡
の
方
に
は
、「
百
九
拾
両
之
証
文
御
遣
被
下
、
巳
ノ
暮
迄
之
所
拾
三
両
之
分
御
送
り
被

下
、
慥
ニ
落
手
仕
候
」
と
あ
る
。
こ
の
巳
年
に
つ
い
て
、
信
徒
宛
で
あ
る
か
ら
、
信
海
が
亡
く
な
っ
た
文
久
二
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
実
で
、
両
の
単
位
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
年
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
書
簡
は
、
明
治
三
年
の
も
の

と
確
定
で
き
る
。
共
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
［
史
料
9
］
も
、
同
年
の
作
成
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
藩
の
扶
持
米
は

少
な
く
、
そ
れ
を
章
斎
と
分
割
す
る
た
め
、
米
が
足
り
ず
、
や
む
を
得
ず
米
を
購
入
し
て
い
て
、
生
活
は
楽
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
た

め
、
購
入
で
き
る
田
畑
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
購
入
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。

　
以
上
三
点
の
書
簡
か
ら
は
、
赤
尾
村
の
土
地
が
一
斎
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
斎
が
求
め
て
い

た
の
は
、
土
地
一
般
で
は
な
く
、
赤
尾
村
の
土
地
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
実
家
の
源
兵
衛
家
に
よ
る
安
定
し
た
管
理
が
可
能
で
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
実
の
親
兄
弟
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
将
来
の
村
で
の
隠
居
生
活
の
た
め
に
も
、
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
一
斎
は
、
検
校
を
養
父
に
も
ち
、
藩
士
で
あ
り
な
が
ら
田
畑
を
所
持
し
、
農
業
経
営
は
行
わ
ず
に
作
徳
だ
け
を
得
て
、
そ
れ
を
一
つ
の

収
入
源
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
林
家
に
多
額
の
金
銭
を
貸
し
付
け
て
利
金
を
獲
得
し
た
。
そ
の
あ
り
様
は
、
金
融
資
本
そ
の
も
の
と
い

え
る
。
し
か
し
そ
の
関
係
は
、
赤
尾
村
と
の
間
に
限
定
の
も
の
で
あ
る
。
一
斎
は
、
広
く
地
域
社
会
一
般
を
覆
い
、
地
域
経
済
を
牛
耳
る

よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
赤
尾
村
が
一
斎
の
故
郷
の
村
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
斎
と
の
間
に
こ
う
し
た
関
係
が
形
成
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
林
家
と
の
国
学
を
通
じ
た
親
密
な
関
係
も
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
展
開
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
林
家
の
日
記
に
は
、
林
信
海
が
沼
田
一
斎
か
ら
入
手
し
、
そ
の
旨
を
注
記
し
て
あ
る
情
報
が
い
く
つ
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
弘

化
二
年
に
は
「
御
勘
定
御
奉
行
四
王
天
俵
助
様
へ
、
御
手
代
某
様
写
上
ケ
書
付
、
当
四
月
十
三
日
沼
田
一
斎
御
拝
借
い
た
し
置
候
ヲ
、

内
々
か
り
持
帰
宅
、
同
十
四
日
写
之
置
も
の
也
」
と
注
記
さ
れ
た
、
異
国
船
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
一
斎
は
、

藩
の
勘
定
奉
行
か
ら
書
付
を
直
接
借
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
い
る
の
で
あ
り
、
信
海
に
と
っ
て
一
斎
が
重
要
な
情
報
収
集
源
で
あ

っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
そ
し
て
本
論
中
に
見
た
通
り
、
一
斎
と
信
海
は
、
国
学
へ
の
関
心
を
共
有
す
る
な
か
で
、
書
物
を
閲
覧
・
貸

借
し
、
書
簡
な
ど
で
意
見
を
交
換
し
合
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
知
識
人
と
し
て
の
交
流
」
と
い
う
面
を
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
、
一
斎
と
信
海
の
関
係
は
、「
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
一
般
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
一
斎
に
と
っ
て
、
実
家
の

あ
る
赤
尾
村
は
、
安
定
し
た
収
入
を
生
む
基
盤
で
あ
り
、
国
学
の
実
践
の
場
で
あ
り
、
老
後
に
帰
る
べ
き
故
郷
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
赤
尾

村
と
の
深
い
繋
が
り
が
保
た
れ
る
な
か
で
、
名
主
で
あ
る
信
海
と
の
親
密
な
関
係
も
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
身
分
制
社
会
で
あ
る
近
世
社
会
に
お
い
て
、
人
は
家
を
単
位
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
家
の
当
主
に
な
れ
な
か
っ
た
兄
弟
た
ち
は
、
分
家

が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
同
居
人
と
い
う
立
場
に
し
か
な
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
多
く
は
他
家
の
養
子
に
入
る
な
ど
し
て
、
村
か
ら
出
て
い

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
多
く
は
、
村
を
出
た
の
ち
も
実
家
と
の
繫
が
り
を
保
ち
、
い
わ
ば
村
社
会
の
外
縁
部
に
存
在
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
村
の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
彼
ら
と
の
関
係
は
、
情
報
の
伝
達
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
は
、
村
社
会
の
動
向
や
、
人
び
と
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
ろ
う
。
本
稿
の

内
容
は
、
後
者
に
つ
い
て
も
豊
富
な
論
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
本
格
的
な
検
討
は
別
の
機
会
と
し
た
い
。



川
越
藩
医
沼
田
一
斎
と
故
郷
の
村
（
小
松
）�

二
五

註（
1
）　
宮
地
正
人
「
幕
末
の
情
報
収
集
と
風
説
留
」（『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
・
別
冊
　
歴
史
の
読
み
方
6
　
文
献
史
料
を
読
む
・
近
世
』
朝
日
新

聞
社
、
一
九
八
九
年
）、
引
用
箇
所
は
四
五
頁
。

（
2
）　
宮
地
正
人
「
風
説
留
か
ら
見
た
幕
末
社
会
の
特
質
」（『
思
想
』
八
三
一
、
一
九
九
三
年
、
の
ち
に
同
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
岩

波
書
店
、
一
九
九
九
年
に
収
録
）、
引
用
箇
所
は
著
書
一
三
三
頁
。

（
3
）　
小
野
将
「
日
本
近
世
の
政
治
文
化
」（
歴
史
学
研
究
会
編
『
現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課
題
　
一
九
八
〇
─
二
〇
〇
〇
年
Ⅱ
　
国
家
像
・
社
会
像
の

変
貌
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
引
用
箇
所
は
二
八
一
頁
。

（
4
）　
太
田
富
康
「
ペ
リ
ー
来
航
期
に
お
け
る
農
民
の
黒
船
情
報
収
集
」（『
埼
玉
県
立
文
書
館
紀
要
』
五
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
幕
末
期
に
お
け
る
武

蔵
国
農
民
の
政
治
社
会
情
報
伝
達
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
二
五
、
一
九
九
一
年
）、
い
ず
れ
も
の
ち
に
同
『
近
代
地
方
行
政
体
の
記
録
と
情
報
』（
岩

田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
に
収
録
。

（
5
）　
拙
稿
「
村
方
地
主
経
営
に
み
る
近
世
後
期
関
東
の
地
域
社
会
構
造
」（『
学
習
院
史
学
』
五
〇
、
二
〇
一
二
年
）。

（
6
）　
加
藤
康
昭
『
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
七
四
年
）。

（
7
）　
小
野
将
「
日
本
近
世
の
政
治
文
化
」（
前
掲
）
二
七
八
頁
。

（
8
）　
以
下
の
説
明
は
、『
川
越
の
人
物
誌
　
第
二
巻
』（
川
越
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
当
該
箇
所
執
筆
者
は
山
野
清
二
郎
氏
）
に
拠
っ
た
。

（
9
）　
文
政
一
二
～
天
保
一
〇
年
「
縁
組
引
取
送
覚
帳
　
三
番
」［
林
家
文
書
五
二
七
］（
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
以
下
「
林
」
と
略
記
）。

（
10
）　
天
保
六
年
「
人
別
御
改
帳
」［
林
五
八
三
］。

（
11
）　
文
化
五
年
「
村
中
家
別
高
帳
」［
林
二
五
七
九
］。

（
12
）　
嘉
永
五
年
「
三
組
下
家
別
高
書
分
ケ
」［
林
一
〇
四
六
］。

（
13
）　「
弘
化
二
巳
　
記
録
」（
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
前
橋
藩
松
平
家
記
録
一
九
八
、
筆
者
が
利
用
し
た
の
は
埼
玉
県
立
文
書
館
蔵
の
写
真
版
で
あ
り
同

館
の
整
理
番
号
は
Ｃ
一
二
八
〇
）。

（
14
）　
天
保
一
〇
～
明
治
二
年
「
縁
組
送
引
取
覚
帳
　
四
番
」［
林
五
二
八
］。

（
15
）　
天
保
一
〇
～
一
二
年
「
万
事
記
録
」［
林
二
四
九
一
］、
天
保
一
三
～
一
四
年
「
他
出
中
万
記
録
覚
」［
林
二
四
九
四
］、
天
保
一
五
～
嘉
永
元
年
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「
他
出
雅
俗
記
録
」［
林
二
四
九
三
］。

（
16
）　
天
保
五
年
「
預
リ
申
金
子
証
文
之
事
」［
林
四
四
五
一
］。

（
17
）　
天
保
一
〇
年
「
養
育
金
子
預
リ
証
文
之
事
」［
林
四
四
八
〇
］。

（
18
）　
天
保
一
五
年
「
預
り
申
金
子
証
文
之
事
」［
林
四
四
五
九
］。

（
19
）　
天
保
一
四
年
「
お
ふ
さ
引
当
テ
地
所
覚
」［
林
一
六
七
〇
］。

（
20
）　
文
政
一
二
年
「
田
方
名
寄
帳
」［
林
二
五
六
八
］、
文
政
一
三
年
「
畑
方
坪
屋
敷
名
寄
帳
」［
林
二
五
七
四
］、
弘
化
二
年
「
田
方
名
寄
帳
」［
林
二

五
六
三
］、
同
年
「
畑
方
名
寄
帳
」［
林
二
五
六
二
］。

（
21
）　
こ
の
土
地
は
、
前
年
に
源
兵
衛
家
か
ら
林
家
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
林
家
に
残
る
質
流
地
証
文
［
林
四
〇
九
一
］
お
よ
び
「
名
寄

帳
」
か
ら
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
土
地
取
引
は
、
一
斎
に
よ
る
事
実
上
の
土
地
請
け
戻
し
で
あ
っ
た
。

（
22
）　
天
保
一
四
年
「
入
置
申
一
札
之
事
」［
林
五
〇
六
九
］。

（
23
）　
弘
化
二
～
明
治
六
年
「
田
畑
質
流
帳
」［
林
二
五
四
〇
］。

（
24
）　
年
次
「（
字
勝
瀬
町
源
兵
衛
家
内
も
め
一
件
外
）」［
林
六
八
七
］。

（
25
）　
年
欠
「
諏
訪
社
手
水
石
之
儀
其
外
ニ
付
書
状
」［
林
八
九
八
三
］。

（
26
）　
現
在
も
赤
尾
の
諏
訪
神
社
に
は
、
慶
応
二
年
に
奉
納
さ
れ
た
手
水
鉢
が
現
存
し
て
お
り
、
願
主
と
し
て
「
川
越
藩
　
沼
田
一
斎
泰
道
」・「
当
所

大
澤
源
兵
衛
」
の
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

（
27
）　
年
欠
「
盥
鉢
之
義
其
外
ニ
付
書
状
」［
林
八
九
九
九
］。

（
28
）　
年
欠
「
源
兵
衛
帰
国
ニ
付
書
状
」［
林
九
〇
〇
三
］。

（
29
）　
年
欠
「
利
金
御
渡
被
下
候
旨
承
知
ニ
付
書
状
」［
林
九
〇
二
三
］。

（
30
）　
年
欠
「
源
兵
衛
帰
国
ニ
付
書
状
」［
林
九
〇
〇
三
］。

（
31
）　
年
欠
「
玄
城
儀
宮
川
藩
へ
召
抱
ニ
付
書
状
」［
林
九
〇
〇
四
─
二
］。

（
32
）　
天
保
五
～
弘
化
二
年
「
公
用
日
記
留
」［
林
一
六
〇
一
］。

�

（
史
学
科
　
助
教
）


